
 

「新しい一歩をふみ出して」 

                                  教頭 熊谷 恭 

保護者の皆さまには、日頃より本校の教育活動に御理解と御協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

この４月に仙南の大河原産業高校から秋葉
あ き ば

 行
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教頭の後任として着任した、熊谷
くまがい

 恭
きょう

と申します。私自身、 

特別支援学校での勤務は初めてであり、「新しい一歩をふみ出して」、学ばせていただくことが多い立場です。

子どもたちや保護者の皆さま、地域の皆さまのお声をしっかりと受け止めながら、「子どもたちが毎日行きた

い学校」「保護者の皆さまが安心して通わせたい学校」であり続けられるよう、力を尽くしてまいります。改

めて、よろしくお願いします。 

これまで「秋保」の地に訪れる目的として、秋保郷の温泉や秋保神社など観光を目的として訪れていました。

勤務するようになり、通期途中の古道（二口街道）から目に入る景色をじっくりと見る機会が増え、「秋保」

の季節の移り変わりや自然の豊かさ、美しさを実感している毎日です。 

令和８年度が始まり、４月から３か月が過ぎようとしています。子どもたちは、新しい教室や先生、友達と

の出会いの中で、当初は少し緊張した様子ではありましたが、学校内の授業や実習だけでなく、校外学習など

を通して、新しい環境にも少しずつ慣れ、それぞれのペースで「新しい一歩をふみ出して」、頑張る姿が見ら

れるようになりました。 

ようやく子どもたちも学校生活に慣れてきたところではありますが、まもなく夏休みを迎えます。御家庭で

過ごす時間が長くなる中で、体調の変化や生活リズムの乱れが心配されることもあるかと思います。無理のな

い範囲で結構ですので、早寝早起きや朝食など、基本的な生活リズムを一緒に整えていただけますとありがた

く存じます。夏休み中であっても、御家庭での様子から気になる点や御心配なことがありましたら、遠慮なく

学校まで御相談いただき、充実した、安全で楽しい夏休みになりますよう、引き続き御家庭と連携しながら見

守ってまいります。 

当号となる第３号の発行が６月３０日とのことですので、「梅雨」の時期となり、雨の日が続き、送迎や通

院、体調の変化への対応など、日々お子さんを支えている御家族の御負担はいかばかりかとお察ししています。

御家庭での丁寧な関わりのおかげで、子どもたちは学校でも穏やかな表情を見せてくれています。どうか保護

者の皆さま御自身の休息の時間も、少しでも確保できますようにと願っているところです。 

最後になりますが、子どもたち一人一人の特性や思いを大切にしながら、これからも「新しい一歩をふみ出

して」「その子なりの成長」が感じられる毎日となるよう努めてまいりますので、今後も引き続き、御理解と

御協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

ASEAN（東南アジア諸国連合）加盟国から本校に視察団がいらっしゃいました。 

 ６月９日（火）に「日ＡＳＥＡＮ中高教員交流事業」で３０名程の方々が来校しました。午後３

時３０分からの視察でしたので、授業の様子を見ていただけませんでした 

が、学校の施設、設備の見学を行い、質問を受ける形で視察が行われまし 

た。視察団の皆様からは以下のような質問が寄せられました。 

・「運動遊びの庭」はどのようなコンセプトで作り、どのように活用 

しているのか。 

・遊びの指導とはどのような目的で行っているのか。 

・授業料、制服代、給食費などは誰が支払っているのか。 

 この他にもたくさんの質問があり、時間が足りませんでした。 

国や地域は違っても、子供たちが健やかに育つように、特別支援教育の質の向上や施設設備の充

実に向け、少しでも参考にしていただけることを願っています。 
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健康診断がんばりました。 

 

 

 

 

 

 

 

学校見学会が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護等体験実習を行いました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事 

１ 水 
教育実習① 

どまカフェ（校内限定）② 

２ 木 校外学習（小：低学年①） 

３ 金 
校外学習（小：低学年②） 

どまカフェ（テイクアウト）③ 

４ 土  

５ 日  

６ 月 地域の支援機関訪問（高：産業技術科３） 

７ 火  巡回看護師訪問 

８ 水 
どまカフェ（ランチ）⑤ 

ALT（高：普通科①） 

９ 木 
 校外学習（高：普通科２） 

 巡回指導医訪問② 

１０ 金 
 校外学習①（高：普通科１） 

 校外学習①（高：産業技術科１，２） 

１１ 土  

１２ 日  

１３ 月 進路相談（高２・３、～８／６） 

１４ 火  校外学習（小 高学年） 

１５ 水  どまカフェ（ランチ）⑥ 

１６ 木  

１７ 金 

 夏休み前集会 

 １１：３０下校（小、中、高：普通科） 

 通常下校（高：産業技術科） 

１８ 土  

１９ 日  

２０ 月 海の日 

２１ 火 夏季休業日 

２２ 水  

２３ 木  オープンスクール（高：産業技術科） 

２４ 金  求職登録（高３） 

２５ 土  

２６ 日  

２７ 月 
 夏季個別面談 

（小１、中１、高１、転入生） 

２８ 火  

２９ 水  

３０ 木   

３１ 金  

 

７月の行事予定 

６月２２日（月）～２３日（火）に、県内外

の大学から、１１名の実習生が来校しました。

今回参加した学生は、特別支援学校に来るのは

初めてでした。初日は少し不安そうにしていた

学生もいましたが、二日目には楽しそうに各教

室で実習を受けていました。 

以下、感想文から抜粋します。 

「イラストや文字を書いたボードを示しなが

らどの子にも分かりやすく説明をしていた。」 

「その子に合った指導や対話をすること、配慮

することは特別支援学校でも通常の学校でも

同じであると感じた。」 

「５～６人のグループで活発に議論し正解を

導き出していた。その目はとてもきらきらして

いて、その輝きを保ったまま共生していけるよ

うな社会があればいいと思った。」 

 このように思う人が世の中にたくさんいれ

ば、誰にとってもより暮らしやすい世の中にな

るだろうと思います。私たちも、引き続き一人

一人の子供たちが輝けるよう取り組んでまい

ります。 

本校の入学を検討している学区内の幼児、小中学

生、又、高等部産業技術科への入学を検討している県

内全域の中学生に対して、学校見学会を行いました。

中でも高等部産業技術科の見学は５月下旬から６月

上旬で、５回実施しました。毎回多くの皆様に御参加

いただき、本校への関心の高さを感じました。来春の

入学希望者だけではなく、２，３年後を見据えて見学

にいらした方もいらっしゃいました。 

参加者の皆様からは、施設・設備の充実 

や穏やかに授業に臨む児童生徒の様子に感 

心したと、うれしい感想をいただきました。 

 

 「はい、お口を開けて。」「こっちを見るだけでも

いいよ。」５月末の耳鼻科検診で、校医の先生が、優

しい声で小学部１年生に語り掛けていました。本校で

は、お子さんたちが病院嫌いにならないよう 

スモールステップで検診に取り組んでいます。 

※検診結果は夏休み前にお知らせします。 


